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マットがなくても出来る
体操着で出来る

楽しい、空手道！
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学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り

平
成
24
年
度
か
ら
、
全
国
の

中
学
校
で
「
武
道
」
が
必
修
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
全
日
本
空
手
道
連
盟
で

は
、こ
れ
を
受
け
て
、指
導
資
料
『
空

手
道
指
導
の
手
引
』
の
発
行
や
、
指

導
法
研
究
、
指
導
者
育
成
の
た
め
の

研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
中
学
校

武
道
必
修
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
空

手
道
が
教
育
に
お
い
て
発
揮
す
る
力

に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

用
具
を
必
要
と
せ
ず
、
体
操
服
の

ま
ま
、
従
来
の
設
備
に
お
い
て
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
安
全
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
、「
団
体
形
」（
だ

ん
た
い
か
た
）
な
ど
、
生
徒
同
士
で

話
し
合
い
、
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
授

業
が
で
き
る
、
な
ど
…
…
。

あゆみ 創刊にあたり

トップコラム

　

し
か
し
一
方
で
、
い
ま
だ
に
空
手

道
に
は
「
危
険
」「
む
ず
か
し
い
」

な
ど
、
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
情
報
誌
『
あ
ゆ
み
』
は
、
空

手
道
が
教
材
と
し
て
発
揮
す
る
強

み
、授
業
に
お
け
る
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
、

空
手
道
に
携
わ
る
中
学
生
の
い
き
い

き
と
し
た
姿
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
し
、
一
校
で
も
多
く
の
中

学
校
で
空
手
道
を
導
入
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
中
学
校
を
は
じ
め
、
都
道

府
県
教
育
委
員
会
、
地
方
自
治
体
、

空
手
道
関
係
の
各
団
体
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
日
々
、「
あ
ゆ
み
」

を
進
め
る
中
学
校
時
代
。
成
長
の
過

程
に
お
い
て
、
空
手
道
と
と
も
に
、

す
こ
や
か
な
心
身
を
育
て
て
ほ
し
い

と
願
い
、編
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

空
手
道
は
沖
縄
生
ま
れ

　

空
手
道
は
、
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
武

術
と
し
て
生
ま
れ
、
武
器
を
持
た
ず
に
素
手

で
行
な
う
こ
と
が
特
徴
で
す
。
身
体
の
あ
ら

ゆ
る
部
位
を
使
っ
て
、
突
い
た
り
、
蹴
っ
た

り
、
受
け
た
り
し
ま
す
。

　

空
手
道
発
祥
の
地
は
沖
縄
で
す
。
か
つ
て

琉
球
王
国
で
あ
っ
た
沖
縄
県
に
古
く
か
ら
伝

わ
っ
て
い
た
「
手
」（
テ
ィ
ー
）
と
い
う
武

術
が
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
中
国
武
術
の
影

響
を
受
け
て
独
自
の
発
展
を
し
た
も
の
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０
４
年
ご
ろ
に
は

那
覇
市
を
は
じ
め
沖
縄
各
地
で
一
般
公
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
広
く
知
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

「
空
手
道
」と
い
う
呼
び
方

　
「
空
手
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
は
、
い
ろ
い
ろ
説
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、「
唐
」（
中
国
を
意
味
す
る
）
の
「
手
」

（
テ
ィ
ー
）
と
い
う
意
味
で
「
唐
手
」（
ト
ー

デ
ー
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
「
か
ら
て
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
ま
た
は
、
手
に

何
も
持
た
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
禅
宗
の
教

え
で
あ
る
「
空
」
の
概
念
か
ら
「
空
手
」
と

い
う
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
初
期
に

空
手
道
っ
て

ど
ん
な
武
道
？

空
手
道
の
歴
史

空
手
道
の
歴
史

み
な
さ
ん
が
、
体
育
の
授
業
で
取
り
組
む
か
も
し
れ
な
い
空
手
道
。

ど
ん
な
武
道
か
ご
存
知
で
す
か
？

沖
縄
で
生
ま
れ
、
本
土
で
発
展
し
、
現
在
は
伝
統
文
化
の
一
つ
と
し
て

あ
る
い
は
競
技
と
し
て
、
世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
空
手
道
の
歴
史
を
や
さ
し
く
解
説
し
な
が
ら

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈トピックス〉
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れ
ぞ
れ
個
人
戦
、
団
体
戦
が
あ
り
ま
す
。

国
際
的
に
発
展
す
る

　

１
９
７
０
年
、
空
手
道
の
国
際
団
体
・
世

界
空
手
連
合
（
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
）
が
結
成
さ
れ
、

初
の
公
式
世
界
大
会
「
第
１
回
世
界
空
手
道

選
手
権
大
会
」が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
Ｗ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
は
世
界
空
手
連
盟
（
Ｗ

Ｋ
Ｆ
）
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
、
２
０
０
８

年
に
は
第
19
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
が

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
９
年
よ
り
、
国
際
ル
ー

ル
が
変
更
さ
れ
、
14
歳
以
上
の
選
手
か
ら
国

際
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ユ
ー
ス
世
代
の
試
合
で
は
「
ジ
ュ
ニ
ア

＆
カ
デ
ッ
ト
、
21
ア
ン
ダ
ー
空
手
道
選
手
権

大
会
」、「
カ
デ
ッ
ト
」
の
大
会
で
は
14
〜
15

歳
の
出
場
資
格
が
あ
り
、
よ
り
若
い
世
代
の

選
手
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
場
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
２
０
１
１
年
よ
り
、

全
日
本
空
手
道
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
が
で
き
、
厳
し
い
選
考
会
で
選
ば
れ

た
小
中
学
生
、
高
校
生
が
、
ア
ジ
ア
や
世
界

の
大
会
へ
出
て
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

全
空
連
は
、
１
９
６
９
年
か
ら
財
団
法
人

と
な
り
、
１
９
７
２
年
に
は
、
日
本
体
育
協

会
に
加
盟
し
ま
し
た
。

競
技
（
試
合
）
が
で
き
る

　

全
空
連
誕
生
よ
り
少
し
前
、
１
９
５
７
年

に
は
、
全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
と
い
う
大

学
生
か
ら
な
る
組
織
が
誕
生
し
、
初
め
て
本

格
的
な
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
ル
ー
ル
や
防
具
、
審
判
員
制

度
が
整
備
さ
れ
て
い
き
、
体
系
づ
け
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

50
年
余
り
た
っ
た
現
在
、
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
、
大
学
生
、
実
業
団
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
、全
日
本
障
害
者
大
会
、

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
な
ど
、
幅
広
い

世
代
を
対
象
に
、
多
数
の
競
技
大
会
が
年
間

を
通
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
が
対
象
の
全
国
大
会
は
現
在
、
年

に
２
回
あ
り
ま
す
。
１
９
９
３
年
よ
り
開

催
さ
れ
て
い
る
学
校
対
抗
の
大
会
「
全
国
中

学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
」
と
、
２
０
０
７

年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
対
抗
の

大
会
「
は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手
道
選

抜
大
会
」。
競
技
種
目
に
は
、
複
数
の
敵
を

想
定
し
、
そ
の
相
手
に
対
し
て
攻
防
す
る
技

術
を
一
つ
の
流
れ
と
し
て
表
現
し
て
競
う

「
形か

た

」
と
、
相
手
選
手
と
お
互
い
に
突
き
や

蹴
り
を
出
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
「
組く

み

手て

」

の
大
別
し
て
２
つ
の
種
目
が
あ
り
ま
す
。
そ

や
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

流
派
と
は
何
？

　

空
手
が
広
ま
り
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
流
派
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
、「
四
大
流
派
」と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
、

松
濤
館
流
（
創
始
者
：
船
越
義
珍
）、
剛ご

う

柔じ
ゅ
う

流
（
創
始
者
：
宮み

や

城ぎ

長ち
ょ
う

順じ
ゅ
ん

）、
糸し

東と
う

流
（
創

始
者
：
摩ま

文ぶ

仁に

賢け
ん

和わ

）、
和わ

道ど
う

流
（
創
始
者
：

大お
お

塚つ
か

博ひ
ろ

紀の
り

）
で
す
。

　

流
派
に
よ
っ
て
技
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
代
表
的
な
「
形
」
を
全
日
本
空
手
道
連

盟
で
は
指
定
形
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

流
派
を
こ
え
て
組
織
が
で
き
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
流
派
を
こ
え
て
全
国
の
空
手

道
を
統
括
す
る
組
織
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
り
、
１
９
６
４
年
、
全
日
本
空
手
道

連
盟
（
全
空
連
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
、

約
８
万
５
０
０
０
人
の
会
員
が
登
録
し
て
い

ま
す
。
全
空
連
で
は
競
技
大
会
を
開
催
し
た

り
、
公
認
段
位
の
審
査
を
は
じ
め
、
審
判
員

の
資
格
を
発
行
し
た
り
、
各
種
技
術
研
修
会

を
開
催
、
さ
ら
に
は
世
界
各
国
と
の
交
流
、

全
日
本
強
化
選
手
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
）

育
成
な
ど
、
都
道
府
県
や
、
各
地
区
の
団
体

を
ま
と
め
、
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

な
っ
て
、
人
格
形
成
の
「
道
」
と
い
う
意
味

を
こ
め
て
「
空
手
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

本
土
に
伝
わ
る

　

さ
て
、
沖
縄
で
発
展
を
と
げ
た
空
手
は
、

そ
の
後
本
土
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
１
９
１
６
〜
１
９
１
７
年
ご
ろ
、
船ふ

な

越こ
し

義ぎ

珍ち
ん

と
い
う
沖
縄
の
空
手
家
が
、
京
都
で

の
演
武
会
に
て
初
め
て
空
手
を
紹
介
し
ま
し

た
。
１
９
２
２
年
に
は
、
東
京
で
行
な
わ

れ
た
文
部
省
主
催
の
第
１
回
体
育
博
覧
会
で

沖
縄
の
空
手
を
発
表
す
る
た
め
に
上
京
し
、

「
形
」（
か
た
）
を
演
武
し
ま
し
た
。
以
後
、

船
越
義
珍
に
続
け
と
ば
か
り
に
、
沖
縄
か
ら

す
ぐ
れ
た
空
手
指
導
者
が
本
土
へ
渡
り
、
そ

の
影
響
を
受
け
て
空
手
が
急
速
に
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

船
越
義
珍
は
柔
道
の
講
道
館
館
長
、
嘉
納

治
五
郎
の
要
請
で
門
下
生
に
空
手
を
披
露
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
東

京
に
残
り
、
空
手
の
指
導
と
普
及
活
動
を
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
や
が
て
自
分
の
道

場
を
開
き
、
後
に
「
松し

ょ
う

濤と
う

館か
ん

流り
ゅ
う

」
と
呼
ば
れ

る
流
派
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
時
、
沖
縄
の
中
学
校
や
師
範
学
校

で
は
、
学
校
体
育
と
し
て
空
手
を
採
用
し
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
、
何

十
年
も
前
か
ら
中
学
生
が
授
業
で
空
手
を

松濤館流の創始者
船越 義珍

剛柔流の創始者
宮城 長順

和道流の創始者
大塚 博紀

糸東流の創始者
摩文仁 賢和

昭和初期、大学に空手部が
作られ始めたころの稽古

小学生 全日本少年少女空手道選手権大会 個人形・組手（財）全日本空手
道連盟

小学生・
中学生

全日本少年少女武道錬成大会
（空手道） 団体形・組手（財）日本武道館

中学生 全国中学生空手道選手権大会 個人形・組手
団体形・組手

全国中学校空手
道連盟

中学生 はまなす杯全国中学生空手道
選抜大会 個人形・組手（財）全日本空手

道連盟

高校生 全国高等学校空手道選手権大会 個人形・組手
団体組手

全国高等学校体
育連盟空手道部

高校生 全国高等学校空手道選抜大会 個人形・組手
団体形・組手

全国高等学校体
育連盟空手道部

大学生 全日本学生空手道選手権大会 個人形・組手 全日本学生空手
道連盟

大学生 全日本大学空手道選手権大会 団体形・組手 全日本学生空手
道連盟

実業団 全日本実業団空手道選手権大会 個人形・組手
団体形・組手

全日本実業団空
手道連盟

高校生
以上 国民体育大会　空手道競技 個人形・組手

団体組手 日本体育協会

女 35 才
男 40 才

以上
日本スポーツマスターズ 空手道競技 個人形・組手 日本体育協会

小学生
以上 全日本障害者空手道競技大会 個人形・組手（財）全日本空手

道連盟

高校生
以上 全日本空手道選手権大会 個人形・組手

団体組手
（財）全日本空手
道連盟

現在行なわれている全国規模のおもな競技大会
対象 大会名 種目 主催

第１回全日本学生空手道選手権大会の写真（1957 年）。
競技が始まったばかりの時代だ

現在、（財）全日本空手道連盟が
ある日本空手道会館（東京都）

中学生の全国大会のようす（2011 年）

小学生の全国大会日本武道館での全日本大会



006AYUMI  vol.1007 AYUMI  vol.1

先生の号令に合わせて、「エイ！」と気合を入れているようす。 突きの爽快感を感じてもらえたようです。

「どんな武道を知っていますか」と質問する全空連の日下先生佐藤雅代先生（左）と日下修次先生（右）

突きを習う。「エイ！」と大きな気合を出す。 立礼（上）や正座（下）の練習風景。

東京都　府中市立

府中第六中学校
１・２年生（女子）

2011 年 9 月 22 日（木）２時間目（50 分）
１年３組・４組　於：体育館

9：40
・集合、準備体操
・佐藤先生より日下先生の紹介

9：50

・ホワイトボードを使い説明
「空手道とは？」「どんな武道を
知っているか？」など

10：00 ・立礼、正座

10：10 ・拳の握り方、自然体から突き

10：20

・自然体から前屈下段受け
・前屈立ちでの突き
・運足をつけた受け、突き

10：25
・正座、終わりの礼
・翌週の連絡

　

本
年
度
は
全
空
連
か
ら
外
部
指
導
者
と

し
て
日
下
修
次
先
生
が
派
遣
さ
れ
、
佐
藤

先
生
と
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
か

た
ち
を
と
り
、
２
ク
ラ
ス
合
同
で
授
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
■
初
の
授
業
は
…

　　

９
月
22
日
、
１
年
３
組
・
４
組
の
両
ク

ラ
ス
の
初
め
て
の
「
空
手
道
」
の
授
業
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
体
操
着
で
集
合
。
準
備
体
操
が

済
む
と
、
佐
藤
先
生
か
ら
生
徒
た
ち
へ
、

日
下
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
下
先
生
は
ま
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
使
い
な
が
ら
「
空
手
道
と
は
」「
ど
ん
な

武
道
が
あ
る
か
」
な
ど
、
武
道
の
解
説
か

ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
も

身
体
を
動
か
し
て
「
立
礼
」「
座
礼
」
の
練

習
。
そ
し
て
、
結
び
立
ち
、
自
然
体
な
ど

立
ち
方
の
名
前
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

礼
法
が
終
わ
る
と
突
き
に
移
り
、
正
拳

の
握
り
方
、
自
然
体
と
な
っ
て
そ
の
場
で

突
く
方
法
（
こ
こ
で
も
「
上
段
」「
中
段
」

な
ど
技
の
名
称
を
覚
え
る
）
を
習
い
、
約

10
分
ほ
ど
で
、
前
屈
立
ち
で
一
歩
進
み
な

が
ら
の
受
け
・
突
き
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
号
令
に
合
わ
せ
て
突
き
、
10
回

■
■
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
が
契
機
に
。

　
　
試
験
的
に
授
業
を
始
め
る

　

東
京
都
府
中
市
立
府
中
第
六
中
学
校（
清

水
賢
司
校
長
、
全
校
生
徒
約
６
３
０
名
）

で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
来
年
度
に

控
え
、
本
年
９
月
か
ら
「
空
手
道
」
の
授

業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

１
、２
年
生
の
計
12
ク
ラ
ス
が
対
象
で
、

「
選
択
体
育
」
と
い
う
授
業
時
間
を
使
い
、

現
在
の
と
こ
ろ
女
子
の
み
空
手
道
の
授
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
共
学
校
）。

　

府
中
六
中
で
、空
手
道
の
授
業
が
始
ま
っ

た
の
は
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
今
年
の
３
月
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
す
る
「
武
道
」
の
種
目
を
安

全
性
や
用
具
の
確
保
、
技
術
的
な
面
か
ら

検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
全
空
連
か
ら
『
手
引
』
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

保
健
体
育
担
当
の
佐
藤
雅
代
先
生
は
、

校
長
先
生
か
ら『
手
引
』を
見
せ
て
も
ら
い
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
と
「
こ
れ
な
ら

指
導
で
き
そ
う
」
と
思
え
た
と
言
い
ま
す
。

こ
う
し
て
９
月
か
ら
試
験
的
に
授
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

目
に
は
大
き
な
声
で
「
エ
イ
！
」
と
気
合

を
入
れ
ま
す
。
初
め
は
気
合
を
恥
ず
か
し

が
る
子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
…
慣
れ

て
く
る
と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
先
生
の
手

本
を
見
な
が
ら
突
き
、「
エ
イ
！
」。
気
合

を
出
し
な
が
ら
動
く
爽
快
さ
を
感
じ
た
生

徒
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

更
衣
や
移
動
の
時
間
も
考
え
、
２
時
間

目
終
了
の
５
分
前
に
は
解
散
し
ま
し
た
。

■
■
先
生
た
ち
の
手
応
え
は

　

佐
藤
先
生
自
身
も
空
手
は
初
心
者
で
、

生
徒
と
一
緒
に
基
本
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
先
生
か
ら
、
こ
の
授
業
は
ど
う
見
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
空
手
道
は
取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま

し
た
。
運
動
が
苦
手
な
子
も
、
今
日
は
運

動
が
得
意
な
子
と
同
じ
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
基
本
な
ら

私
に
も
教
え
ら
れ
そ
う
だ
な
、
と
感
じ
ま

す
。
今
後
、
組
手
へ
進
ん
で
い
っ
た
と
き
、

相
手
と
の
距
離
感
、
相
手
に
応
じ
た
リ
ズ

ム
感
や
反
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ど
の

よ
う
な
授
業
に
な
る
か
見
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

日
下
先
生
も
「
素
直
な
生
徒
さ
ん
た
ち

で
、
教
え
や
す
か
っ
た
」
と
好
感
触
を
得

た
そ
う
で
す
。
今
年
度
、
府
中
六
中
で
の

授
業
が
ど
う
展
開
さ
れ
、
生
徒
た
ち
か
ら

ど
の
よ
う
な
感
想
が
聞
か
れ
る
の
か
、
楽

し
み
で
す
ね
。

空手道をやってみて、どうでしたか？
●正式な立礼、座礼、正座を授業で勉強できて良かったです。普段していること
なのに、（礼法は）どれも奥が深かったです。（１年３組代表）

●正座がいちばん印象的でした。いろいろ技を覚えることができて楽しかったし、
突きを出すとスカッとしました。前屈立ちになりながら手と足を同時に動かす
のが難しかったけれど、またやってみたいです！（１年４組代表）

●空手道は男の人がやるものだと思っていましたが、女の人でもできると思いま
した。「礼に始まり礼に終わる」という言葉に興味をもちました。（１年５組代表）

●空手道には「形」があることを知り、とてもシャキッとしたスポーツだと思い
ました。自然体（八字立ち）からの前屈下段受けがカッコイイ！（１年６組代表）

早
く
も
、
空
手
道
の
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　
今
回
は
９
月
か
ら
空
手
道

の
授
業
を
始
め
て
い
る
府
中
第
六
中
学
校
（
東
京
都
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
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■
２
日
目　

８
月
27
日
（
土
）

　

２
日
目
は
都
内
の
中
学
校
か
ら
生
徒
10
名

を
迎
え
、
よ
り
実
際
の
授
業
に
近
い
か
た
ち

で
指
導
方
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
を
使
っ
て
「
間
合
い
」
の
概
念
を

説
明
し
た
り
、
基
本
形
の
習
得
か
ら
「
試
し

合
い
（
試
合
）」
へ
の
展
開
ま
で
、
学
校
で

の
空
手
道
指
導
経
験
が
あ
る
講
師
が「
実
演
」

し
、参
加
者
は
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
講
義
の
後
に
は
、
希
望
者
を
対
象

に
公
認
段
位
審
査
会
を
実
施
（
初
段
〜
３

段
）。
中
学
校
で
の
指
導
者
育
成
を
は
か
る

た
め
、特
別
に
「
基
本
形
」（
研
修
会
で
習
っ

た
）
で
の
受
審
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
３
日
目　

８
月
28
日
（
日
）

　

11
時
30
分
ま
で
上
級
者
と
初
心
者
に
分
か

れ
て
基
本
技
術
と
３
日
間
の
総
復
習
を
行
な

い
、
閉
講
式
に
。
す
べ
て
の
日
程
を
修
了
し

た
参
加
者
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
代
表
し
て
修
了
証
を
受
け
取
っ

た
の
が
、
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
の
竹
﨑
一

成
町
長
（
空
手
道
歴
５
年
目
）
で
し
た
。
芦

北
町
は
町
内
の
中
学
校
４
校
す
べ
て
で
空
手

道
の
採
用
を
決
め
た
自
治
体
で
、
中
学
校
の

体
育
科
教
諭
ら
５
名
と
と
も
に
、
行
政
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
町
長
み
ず
か
ら
参
加
し
て
お

り
、
２
日
目
の
昇
段
審
査
で
公
認
２
段
に
合

格
し
て
い
ま
す
（
※
）。

　

初
心
者
、
経
験
者
、
教
員
、
行
政
な
ど
異

な
る
背
景
を
持
つ
指
導
者
が
集
ま
り
、
知
識

と
実
践
の
両
面
か
ら
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
お
互

い
に
情
報
交
換
を
し
刺
激
し
合
っ
た
と
い
う

意
味
で
も
、実
に
充
実
し
た
３
日
間
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
必
修
化

に
向
け
、
授
業
に
お
け
る
空
手
道
の
指
導
法

や
、空
手
道
の
技
術
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
第
２
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
に
続
き
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
①
中
学
校
・
高
等
学

校
の
保
健
体
育
科
教
諭
、
②
部
活
動
指
導
者

（
外
部
指
導
者
含
む
）、③
各
都
道
府
県
連
盟
・

高
体
連
空
手
道
部
・
各
都
道
府
県
の
中
空
連

が
推
薦
し
た
者
、
そ
し
て
④
全
空
連
が
認
め

た
者
と
い
う
の
が
参
加
資
格
で
、
全
国
か
ら

77
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

■
１
日
目　

８
月
26
日
（
金
）

　

昼
ご
ろ
か
ら
参
加
者
が
続
々
と
会
場
に
到

着
し
、
14
時
か
ら
開
講
式
と
な
り
ま
し
た
。

講
義
「
空
手
道
の
現
状
と
国
際
競
技
力
」
の

後
、
上
級
者
と
初
心
者
に
分
か
れ
、
基
本
技

術
（
実
技
）
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
級
者
は
、
流
派
の
違
い
を
こ
え
て
、
授

業
向
け
に
考
案
さ
れ
た
指
導
方
法
や
、『
空

手
道
指
導
の
手
引
』
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
、
挙
動
の
少
な
い
「
基
本
形
」
で
の
団
体

形
を
体
験
し
な
が
ら
、
指
導
の
一
例
を
学
び

ま
し
た
。
初
心
者
は
正
座
や
拳
の
握
り
方
に

始
ま
り
、
３
種
類
の
立
ち
方
と
受
け
、
突
き

を
覚
え
、
基
本
形
の
順
番
を
覚
え
る
と
こ
ろ

ま
で
進
み
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
わ
る
最
新
行
事
を
取
材
・

レ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
旬
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
８

月
26
日
〜
28
日
に
日
本
空
手
道
会
館（
東
京
都
江
東
区
）で
行
な
わ
れ
た「
第

２
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

２
回
目
を
迎
え
た
こ
の
研
修
会
を
終
え
て
、

ど
の
よ
う
な
手
応
え
を
感
じ
た
か
、
二
人
の

講
師
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

河
野 

匡
宏
・
講
師

　
（
全
日
本
空
手
道
連
盟 

常
任
理
事

　

北
海
道
北
広
島
市
立
東
部
中
学
校 
校
長
）

　
「
２
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
レ

ベ
ル
や
意
識
が
前
回
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
中
学
校
武
道
必
修
化
が
い

よ
い
よ
来
年
度
に
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
み
な
さ
ん
の
取
り
組
む
姿
勢
が
ひ

じ
ょ
う
に
熱
心
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
事
前
に
『
空
手
道
指
導
の
手

引
』（
以
下
、『
手
引
』）で
予
習
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
講
師
と
し
て
と
く
に
伝
え

に
く
い
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
校
で
の
指
導
で
は
、
や
は
り
『
礼
と

節
』
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

武
道
を
志
す
者
と
し
て
、
ま
た
、
青
少
年
の

健
全
育
成
と
い
う
面
か
ら
も
、
欠
か
せ
な
い

こ
と
で
す
。

　

教
育
現
場
と
空
手
道
場
の
違
い
の
一
つ
と

し
て
、学
校
で
は『
評
価
』を
つ
け
ま
す
。『
手

引
』
に
評
価
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ
り
ま
す

が
、
生
徒
を
評
価
Ａ
か
評
価
Ｂ
に
振
り
分
け

る
の
で
は
な
く
、
生
徒
全
員
が
Ｂ
の
レ
ベ
ル

に
な
れ
る
よ
う
に
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
生
徒
の
理
解
が
さ
ら
に
深
け

れ
ば
Ａ
の
評
価
を
つ
け
ま
す
。
す
べ
て
の
教

科
に
共
通
し
ま
す
が
、
単
に
マ
ル
か
バ
ツ
を

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
取
り
組
み
や
態
度
も

考
慮
し
て
評
価
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

　
『
手
引
』
の
中
で
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

日時／８月 26日（金）〜 28日（日）

会場／日本空手道会館

主催／（財）日本武道館

　　　（財）全日本空手道連盟

後援／文部科学省

　　　全国都道府県教育長協議会

《
研
修
会
の
流
れ
》

■
１
日
目　

８
月
26
日
（
金
）

・
開
講
式
お
よ
び
記
念
撮
影

・
講
義
「
空
手
道
の
現
状
と
国
際
競
技
力
」

　
（
60
分
）

・
基
本
技
術
①
（
150
分
）

■
２
日
目　

８
月
27
日
（
土
）

・
中
学
校
武
道
指
導
実
践
法
①
（
165
分
）

・
中
学
校
武
道
指
導
実
践
法
②
（
90
分
）

・中
学
校
の
武
道
指
導
の
安
全
対
策
（
90
分
）

・
講
義
「
ド
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
」（
60
分
）

・
公
認
段
位
審
査
会

■
３
日
目　

８
月
28
日
（
日
）

・
基
本
技
術
②

・
３
日
間
の
総
復
習
（
初
心
者
）

・
閉
講
式

「
第
２
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」

※竹﨑一成町長のコメントを 10 ページに掲載しています

①②④ ③

⑤⑥⑦

⑧⑨⑩

《写真の説明》　１日目…①全日本空手道連盟・
栗原茂夫副会長。講義「空手道の現状と国際
競技力」を担当　②日本武道館・三藤芳生理
事・事務局長　③講義を真剣に聞く参加者た
ち　④上級者の実技講習のようす。基本形を
体験しながら指導方法を学ぶ　⑤⑥初心者向
けの実技講習では、用語や礼法、拳の握り方
など基礎から丁寧に解説　２日目…⑦昇段審
査のようす　⑧⑨地元中学生の協力により、
授業の一例が紹介された　３日目…⑩防具に
代えてタオルを用いた「約束組手」。初心者
の突きも様になってきた

（
国
庫
補
助
対
象
事
業
）

（
165
分
）
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「
自
信
が
持
て
た
」

現
場
に
立
つ
先
生
の
声
は

「
礼
儀
が
自
然
と
身
に
付
い
た
」

講
師
の
指
導
経
験

立
ち
方
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
受
け
の
前
に

胸
の
前
で
腕
を
ク
ロ
ス
す
る
よ
う
に
決
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
流
派
を
こ
え
て
の
指
導

を
考
え
決
め
た
動
き
で
す
。
サ
ン
プ
ル
の
１

つ
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
、生
徒
の
理
解
、

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
は
現
場
の
先
生
の
判
断
に

ま
か
せ
、
流
派
の
特
徴
を
指
導
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
」

 

小
山 

正
辰
・
講
師

　
（
大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校 
校
長
）

　
「
私
は
高
校
の
体
育
教
員
と
し
て
、
授
業

で
空
手
道
を
教
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

学
校
教
育
に
お
け
る
空
手
道
の
可
能
性
を
実

感
し
、
現
在
も
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
を
教
え
始
め
て
、
ま
ず
効
果
が
現

れ
た
の
は
『
礼
儀
』
の
面
で
す
ね
。
道
場
の

入
り
口
で
上
履
き
を
き
れ
い
に
揃
え
る
、
ハ

キ
ハ
キ
と
挨
拶
し
て
職
員
室
に
入
る
な
ど
、

き
ち
ん
と
し
た
習
慣
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

　

指
導
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
柔
軟
な
発

想
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
散
歩
中
に
ひ

ら
め
い
た
『
タ
オ
ル
』
を
使
っ
た
指
導
法
。

手
首
の
柔
軟
性
を
養
っ
た
り
、
相
手
と
引
き

合
っ
て
瞬
発
力
、機
敏
性
、間
合
い
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
…
な
ど
、
工

夫
し
て
み
る
と
面
白
い
で
す
よ
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
武
道
必
修
化
に
と
も

な
い
、
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
、
さ
ら
に

行
政
に
働
き
か
け
、
各
校
の
先
生
方
に
広
く

空
手
道
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
立
派

な
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

『
手
引
』
と
、機
関
誌
『
あ
ゆ
み
』
が
共
存
し
、

と
も
に
歩
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
」

に
練
習
し
始
め
ま
し
た
。
生
徒
は
町
道
場
に

通
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
学
校
に
お
い
て

私
が
出
来
る
指
導
方
法
を
学
び
た
く
、
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
組
手
メ
イ
ン
の
練
習
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
３
日
間
で
基
本

や
形
の
大
切
さ
に
も
気
づ
き
ま
し
た
」

■
空
手
道
の
採
用
を
考
え
て
い
ま
す

喜
多 

由
美
・
教
諭

（
神
奈
川
学
園
中
学
校
・
高
校　

保
健
体
育
科
）

Ｑ　

こ
の
研
修
会
を
何
で
知
り
ま
し
た
か
？

Ａ　
「
本
校
は
中
高
６
年
制
の
女
子
校
で
、

武
道
関
係
の
部
活
が
全
く
な
く
、
ど
の
よ
う

な
武
道
を
選
択
す
べ
き
か
思
案
し
て
い
ま
し

た
。
施
設
や
予
算
の
問
題
、
そ
し
て
生
徒
が

全
員
女
子
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
合
気
道
か

空
手
道
が
い
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が
出
た

の
が
、
こ
の
研
修
会
の
３
日
前
。
た
ま
た
ま

全
空
連
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
急
き
ょ
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
急
な
話
で
し
た
が
、
全
空
連
の
並

木
知
徳
先
生
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
空
手

に
つ
い
て
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
」

Ｑ　

参
加
し
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

Ａ　
「
空
手
は
全
く
初
め
て
で
し
た
の
で
、

不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、『
指
導
の
流
れ
』

が
わ
か
り
、
さ
ら
に
は
『
手
引
』
が
大
変
わ

か
り
や
す
く
、
こ
れ
に
沿
っ
て
行
え
ば
大
丈

夫
だ
と
、
少
し
安
心
し
ま
し
た
」

Ｑ　

空
手
道
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

Ａ　
「
こ
う
し
て
体
験
す
る
ま
で
は
『
一
撃

必
殺
』『
危
な
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
柔
道
の
よ
う
に
投
げ
な

＊　

＊　

＊

最
後
に
、
４
名
の
参
加
者
に
貴
重
な
「
生
の

声
」を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
・

空
手
道
部
顧
問
・
空
手
道
授
業
を
受
け
持

つ
予
定
の
先
生
…
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々

に
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
聞
き
ま
し
た
。

■
自
治
体
の
長
と
し
て

竹
﨑 

一
成
・
町
長

（
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町 

町
長
）

Ｑ　

町
内
す
べ
て
の
中
学
校
で
空
手
道
を
採

用
し
た
理
由
は
？

Ａ　
「
第
一
に
、
地
域
に
空
手
道
指
導
者
が

豊
富
に
い
る
か
ら
で
す
。
第
二
に
設
備
投
資

が
な
く
て
済
む
た
め
。
男
女
を
問
わ
ず
、
体

操
服
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
家
庭
に
負
担

を
か
け
ず
に
済
み
ま
す
。

　

未
経
験
者
の
教
諭
で
あ
っ
て
も
、
空
手
道

の
歴
史
・
理
論
・
実
践
を
研
修
す
れ
ば
、
授

業
に
お
け
る
指
導
は
可
能
だ
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
た
び
も
４
名
の
体
育
教
諭
と
、
教
育
委

員
会
関
係
者
が
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

芦
北
町
で
は
本
年
11
月
か
ら
、
中
学
校
で

空
手
道
授
業
を
開
始
し
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

導
入
ま
で
は
も
ち
ろ
ん
、
導
入
し
て
か
ら
が

大
事
で
す
。
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
の
課
題

と
し
て
、
成
果
を
い
か
に
出
す
か
が
、
極
め

て
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」。

■
顧
問
に
な
っ
て
、
空
手
道
入
門

新
宮 

崇
敬
・
教
諭

（
立
教
新
座
中
学
校
・
高
校　

数
学
科
・
情
報
科
）

Ｑ　

研
修
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　
「
２
０
０
５
年
に
空
手
道
部
の
顧
問
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
生
徒
と
一
緒

い
の
で
、『
安
全
性
』
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

授
業
に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
を
は
じ
め
他
の
先
生
方
と
話
し

合
い
、
外
部
指
導
者
を
招
く
こ
と
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
空
手
を
採
用
す
る
か
を
決
め
た

い
と
思
い
ま
す
」

■
来
年
度
か
ら
空
手
道
の
授
業
を
始
め
ま
す

田
中 

利
之
・
教
諭

（
和
洋
九
段
女
子
中
学
校
・
高
校　

保
健
体
育
科
）

Ｑ　

実
際
に
授
業
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
。

Ａ　
「
本
校
は
、
女
子
の
中
高
一
貫
校
で
す
。

空
手
道
は
、
中
学
２
年
生
の
体
育
実
技
の
授

業
の
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る

予
定
で
す
。

　

武
道
種
目
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

施
設
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
柔
道
場
が
な

い
の
で
、
畳
が
必
要
な
種
目
は
難
し
い
。
次

に
安
全
性
の
問
題
で
、
柔
道
は
短
時
間
で
受

け
身
を
習
得
す
る
難
し
さ
を
感
じ
、
剣
道
は

竹
刀
が
折
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事
例
が

あ
っ
た
も
の
で
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
的
に
考
え
、
空
手
道
な
ら
『
形
』
で

評
価
を
つ
け
や
す
い
し
、『
教
え
て
い
け
そ

う
だ
』
と
い
う
判
断
に
至
り
ま
し
た
」。

Ｑ　

研
修
会
に
参
加
し
て
い
か
が
で
し
た
か
？

Ａ　
「
授
業
に
備
え
、
空
手
道
の
参
考
文
献

や
資
料
を
集
め
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
、

す
で
に
授
業
を
経
験
し
て
い
る
先
生
方
に
、

実
例
を
示
し
て
い
た
だ
い
て
、『
私
に
も
で

き
る
』と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
主
体
に
し
た
指
導
方
法
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
自
身
の
授
業

を
想
定
し
な
が
ら
、
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
」

小山正辰講師
大阪府立桜塚高等学校 校長
新著『空手道の教育力』（BABジャパン、2011年）
で空手道の教育効果を紹介している

 

河野匡宏講師
北海道北広島市立東部中学校 校長

（財）全日本空手道連盟 常任理事
北海道空手道連盟 理事長

 

神奈川学園中学校・高校　喜多由美さん 熊本県葦北郡芦北町　竹﨑一成町長

立教新座中学校・高校　新宮崇敬さん 和洋九段女子中学校・高校　田中利之さん
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SAFE ＆ HEALTHY

空
手
道
は
、「
基
本
」「
形
」「
組
手
」
を
３
本
柱

に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
空
手

は
「
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
指
導
法
を
工
夫
し
た
り
、
年
齢

や
技
術
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
練
習
内
容
を
考
慮
し

な
が
ら
行
う
と
、
意
外
と
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
と

言
え
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
の
保
険
加
入
者
（
平
成
21
年
度
の
総
加
入
者
数
は

9,897,483

人
）の
傷
害
発
生
率
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

上
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、そ
の
他
球
技
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
ラ
グ
ビ
ー

な
ど
で
す
。
武
道
で
は
、柔
道
が
最
も
ケ
ガ
が
多
く
、

全
体
の
4.61
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
は
ケ
ガ
が
少
な
く
、
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ

と
比
較
し
て
も
、
比
較
的
安
全
性
が
高
い
と
言
え
ま

す
。
中
学
校
の
武
道
必
修
化
で
ス
タ
ー
ト
す
る
空
手

道
は
、
伝
統
空
手
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
突
き
や
蹴

り
を
寸
前
で
止
め
る
空
手
で
す
。
ま
た
、現
在
、（
財
）

全
日
本
空
手
道
連
盟
で
作
成
、発
行
し
て
い
ま
す『
空

手
道
指
導
の
手
引
』
で
も
、
十
分
に
安
全
に
配
慮
し

た
指
導
法
を
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◀
グ
ラ
フ
は
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
『
平
成
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
加
入
者
及
び
各
種
事
故
の
統
計
デ
ー
タ
』
20
ペ
ー
ジ
の
「
傷

害
発
生
率
上
位
40
種
目
」
よ
り
作
成

アメリカンフットボール

その他球技

ドッジボール

ラグビー

柔道

硬式野球

自転車競技

バスケットボール

バレーボール

レスリング

相撲

サッカー

ハンドボール

テニス

ボクシング

バドミントン

その他の武道・格闘技

馬術

ホッケー

アイスホッケー

ソフトボール

軟式野球

ウェイトリフティング

スケート

スキー

体操競技／新体操

空手道

合気道

少林寺拳法

卓球

剣道

サイクリング

傷害発生率上位種目

0.00％ 5.00％ 10.00％ 15.00％

14.21％

8.00％

5.87％

4.70％

4.61％

3.99％

3.99％

3.89％

3.56％

3.10％

2.69％

2.67％

2.41％

2.33％

2.21％

2.14％

2.13％

2.10％

2.09％

1.93％

1.80％

1.74％

1.55％

1.51％

1.41％

1.40％

1.27％

1.01％

0.93％

0.89％

0.86％

0.84％

空 手 道
の

安 全 性

0 0 1
武 道

武 道

武 道

武 道

武 道

武 道

統計で見る
空手道の安全性

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
の
頃
や
学

生
時
代
に
空
手
を
習
い
始
め
て
、現
在
、

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
コ
ー
ヒ
ー
で
有
名
な
味
の
素

ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ヅ
（
Ａ
Ｇ
Ｆ
）
の
社
長
、

村
林
誠
氏
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。

●
空
手
道
と
の
出
会
い

　

慶
應
義
塾
普
通
部
（
中
学
）
に

入
学
し
、
そ
こ
か
ら
空
手
を
始
め
ま

し
た
。
本
当
は
剣
道
を
や
り
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
身
体
が
小
さ
い
の
で

向
か
な
い
か
な
ぁ
と
思
い
・・・
で
も
、

理
由
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
校

内
を
歩
い
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
空

手
部
の
中
学
３
年
の
先
輩
が
ジ
ュ
ー

ス
を
く
れ
て
、「
明
後
日
、
練
習
に

お
い
で
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
縁
で
し

た
。

　

普
通
部
で
は
、
部
活
を
始
め
る
と

き
は
親
の
承
認
が
必
要
な
ん
で
す
。

父
親
に
空
手
部
に
入
部
し
た
い
と
伝

え
た
と
き
、
あ
る
条
件
を
出
し
て
き

て
。
そ
れ
は
、「
長
く
続
け
る
こ
と
」

で
し
た
。

●
タ
イ
で
の
仕
事
と
空
手

　

空
手
部
の
先
輩
に
元
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
和
田
光
二
さ
ん
が
い
ま

す
。
私
が
大
学
ま
で
空
手
を
続
け
た

こ
と
、
味
の
素
に
入
社
し
た
こ
と
に

つ
い
て
影
響
を
受
け
た
人
で
す
。

　

味
の
素
入
社
後
、し
ば
ら
く
し
て
、

タ
イ
の
タ
マ
・
サ
ー
ト
大
学
に
留
学
。

１
年
間
勉
強
し
た
後
、
タ
イ
味
の
素

で
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
あ

る
偶
然
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
そ
の

後
、
タ
イ
空
手
道
連
盟
の
設
立
に
大

き
く
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
出
会
っ
た
方
と
は
、
現

在
、
ブ
ン
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ワ
リ
ー
株

式
会
社
の
副
社
長
を
さ
れ
て
い
る

チ
ュ
テ
ィ
ナ
ン
・
ピ
ロ
ム
パ
ク
デ
ィ

氏
。
タ
イ
の
ビ
ー
ル
で
有
名
な
「
シ

ン
ハ
ー
ビ
ー
ル
」
の
製
品
を
持
つ
シ

ン
ハ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
親
会
社
と
言
え
ば
、
み
な
さ
ん

に
も
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
タ
イ

で
は
最
も
古
く
、
か
つ
最
大
の
ビ
ー

ル
会
社
で
す
。
そ
の
副
社
長
、
愛
称

ニ
ッ
ク
氏
と
は
、
同
じ
空
手
を
や
っ

て
い
る
ら
し
い
と
以
前
か
ら
お
互
い

に
噂
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
会
う

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
偶
然

出
会
い
、
東
南
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に

選
手
が
出
場
す
る
こ
と
に
話
が
進

み
、ニ
ッ
ク
が
監
督
、私
が
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
サ
ポ
ー
ト
も
受

け
な
が
ら
、
タ
イ
空
手
道
連
盟
の
設

立
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

●
空
手
の
魅
力

　

中
学
生
の
と
き
、
父
か
ら
「
長

く
続
け
る
こ
と
」
を
条
件
に
始
め
た

空
手
で
す
が
、
一
番
の
宝
は
仲
間
で

す
。
中
学
、
高
校
、
大
学
と
ず
っ
と

空
手
部
に
所
属
し
て
、
素
晴
ら
し
い

先
輩
や
仲
間
に
出
会
い
ま
し
た
。
空

手
そ
の
も
の
の
魅
力
は
、
日
本
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
道
具
を

使
わ
な
い
し
、
身
体
が
小
さ
く
て
も

で
き
る
。
体
格
差
、
男
女
差
関
係
な

く
年
齢
を
重
ね
て
も
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

海
外
へ
行
っ
た
と
き
に
、
そ
の
国

の
人
々
か
ら
見
た
空
手
と
日
本
で
の

イ
メ
ー
ジ
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
し

た
。
彼
ら
は
日
本
人
よ
り
ず
っ
と
、

礼
節
や
伝
統
を
重
ん
じ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
自
分
達

の
世
界
に
は
な
い
神
秘
さ
に
魅
力
を

感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
当

の
意
味
で
の
伝
統
あ
る
空
手
を
よ
く

理
解
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
も
、
と
あ
る
お
寺
の
道
場
で

子
供
た
ち
と
一
緒
に
稽
古
し
て
い
ま

す
が
、
子
供
た
ち
に
は
、「
自
分
で

考
え
て
、自
分
で
理
解
し
て
欲
し
い
。

腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

自
分
な
り
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。」
と
指
導
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
と
一
緒
で
す
。
仕
事
に
お
い
て
も
、

目
標
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た

場
合
、
ど
う
考
え
る
の
か
が
大
事
で

す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
空
手
も
ビ
ジ

ネ
ス
も
一
緒
で
す
ね
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

中
学
生
か
ら
始
め
た
空
手
。そ
し
て
、

今
で
も
生
涯
空
手
を
実
践
さ
れ
て
い
る

村
林
社
長
。
大
切
な
の
は
、や
は
り「
長

く
続
け
る
こ
と
」
な
の
で
し
ょ
う
。
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
村
林
社
長
に
と
っ
て
、
空
手
は

今
で
も
仕
事
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

――Profile
1956 年　10 月 8 日生まれ　
1979 年　慶應義塾大学商学部卒業
1979 年　味の素株式会社入社
1983-1984 年　タマ・サート大学留学
1985-1991 年　タイ味の素
2000-2001 年　ポーランド味の素社長
2001-2006 年  ワンタイフーヅ社長（バンコク）
2009 年 6 月　　味の素ゼネラルフーヅ社長。現在に至る

――Personal Karate History
慶應義塾普通部空手部に入部、慶應義塾大学まで空手部に在籍
1978 年　関東大学選手権大会に出場　ベスト８
1989 年　SEA ゲームズ（東南アジア競技大会）にタイ空手道
連盟のヘッドコーチとして参加

味の素ゼネラルフーヅ株式会社

代表取締役社長　村林 誠氏

「タイ赴任と空手道」
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
中
学
校
体
育
実
技
指

導
資
料
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
の
内
容
を

も
と
に
、
空
手
道
授
業
に
お
け
る
教
え
方
の

ポ
イ
ン
ト
の
解
説
、
疑
問
点
を
解
決
し
て
い

き
ま
す
。

今
回
は
手
引
の
作
成
委
員
と
し
て
編
集
に
携

わ
っ
た
、
大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校
の
小
山

正
辰
校
長
先
生
に
「
あ
ゆ
み
」
編
集
ス
タ
ッ

フ
か
ら
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

小
山
先
生
は
著
書
『
空
手
道
の
教
育
力
』（
Ｂ

Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
刊
）
で
空
手
道
の
授
業
に
つ

い
て
も
そ
の
体
験
を
語
っ
て
お
り
、
今
回
、

空
手
道
授
業
の
現
場
を
、
先
生
の
目
線
で
ご

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
１

　
「
武
道
と
は
何
か
」
を
、
中
学
生
に
ど
う
定
義
し
て

伝
え
、
ど
ん
な
話
か
ら
授
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
か
？ 

指
導
の
コ
ツ
（
話
し
方
や
態
度
な

ど
）
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
１

　

ま
ず
、『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
一
冊
で
は
つ
か

み
に
く
い
、
中
学
校
の
現
場
の
先
生
が
授
業
を
行
う

と
き
の
参
考
に
供
し
よ
う
と
ま
と
め
た
の
が
『
空
手

道
の
教
育
力
』
で
す
。
ご
質
問
の
よ
う
な
こ
と
に
答

え
る
た
め
に
『
空
手
道
の
教
育
力
』
の
一
節
を
使
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ご
容
赦
下
さ
い
。

　
『
空
手
道
の
教
育
力
』
の
、
第
４
章
で
は
、
私
が

高
校
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
生
徒
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。「
先
生
が
生

徒
に
向
か
っ
て
話
し
掛
け
る
雰
囲
気
」
で
す
。
質
問

に
は
、
そ
の
導
入
部
分
「
武
道
・
空
手
道
の
授
業
を

始
め
る
に
あ
た
っ
て
」
で
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
『
今
日
か
ら
武
道
の
授
業
を
始
め
ま
す
。
武
道
は

も
と
も
と
戦
う
技
術
と
し
て
成
立
し
て
い
た
も
の
で

す
。み
ん
な
知
っ
て
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
け
れ
ど
、

そ
の
中
に
は
、相
撲
の
よ
う
に
神
様
に
さ
さ
げ
る「
神

事
」
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
も
の
や
、
時
代
に

合
う
よ
う
に
形
を
変
え
て
き
た
も
の
が
あ
っ
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
と
は
違
う
成
り
立
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

命
の
や
り
取
り
を
す
る
危
険
な
技
術
が
あ
っ
て
、

心
を
清
浄
に
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
や
る
授
業
で
は
、

君
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
作
法
や
練

習
法
が
あ
る
け
れ
ど
日
本
の
文
化
・
武
道
数
百
年
の

歴
史
を
勉
強
す
る
は
じ
め
だ
と
考
え
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

学
校
の
授
業
と
し
て
行
う
の
で
す
か
ら
、
先
生
た

ち
も
一
生
懸
命
勉
強
・
練
習
し
て
君
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
武
道
の
世
界
で

は
練
習
の
こ
と
を「
稽
古
」と
い
い
ま
す
。こ
れ
は「
古

き
を
考
え
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
授
業
で
は
練
習

と
い
い
ま
す
が
稽
古
と
い
う
言
葉
も
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。』（
中
略
）『
武
道
の
授
業
を
通
じ
て
「
自

分
の
心
を
つ
く
り
、
身
を
護
る
」
事
に
ま
じ
め
に
取

り
組
ん
で
い
く
人
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
み
ん
な
も
真
剣
に
と
り
く
ん
で
く
だ
さ
い
。』

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
補
足
」
と
し
て

　
『
生
徒
が
教
師
の
方
に
顔
を
向
け
、
話
を
聞
く
状

態
を
き
っ
ち
り
作
っ
て
か
ら
武
道
の
授
業
開
始
の
話

に
入
る
。』

な
ど
と
も
記
し
て
い
ま
す
。
空
手
道
の
道
場
で
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
多
様
な
一
般
生
徒
が
学
ぶ

授
業
で
は
、
教
師
の
「
最
初
の
態
度
・
姿
勢
」
が
肝

心
と
な
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と
を
真
摯
に
伝
え
る
、

と
い
う
姿
勢
が
生
徒
に
伝
わ
れ
ば
、
き
っ
と
生
徒
も

真
面
目
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。

Ｑ
２　

　
「
柔
道
」
や
「
剣
道
」
に
比
べ
、「
空
手
道
」
は
体

操
服
で
も
出
来
る
メ
リ
ッ
ト
や
、「
基
本
形
」
を
練
習

す
る
空
手
道
は
安
全
で
も
あ
り
ま
す
。
中
学
校
授
業

に
お
け
る
武
道
必
修
化
と
し
て
の
「
空
手
道
」
を
先

生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
、
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

Ａ
２

　

２
年
前
、
大
阪
大
学
で
の
第
42
回
武
道
学
会
で
、

空
手
道
素
人
の
中
学
校
の
体
育
の
先
生
に
「
空
手
道

指
導
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年

の
２
月
、
武
道
学
会
空
手
道
専
門
分
科
会
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
京
都
、
立
命
館
大
学
で
開
催
）
で
、
そ

の
先
生
が
次
の
様
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
現
場
の

先
生
の
生
の
声
と
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。
様
々
な

感
想
を
抱
い
て
頂
け
る
の
で
は
と
思
い
ま
す

　

中
学
校
の
現
状
で
す
け
れ
ど
も
、
武
道
に
関
し
て

も
、
武
道
必
修
化
に
向
け
て
も
な
か
な
か
進
ん
で
な

い
学
校
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
柔
道
の
畳
等

も
あ
り
ま
し
た
。
柔
道
着
に
つ
い
て
は
、
以
前
小
山

先
生
が
お
ら
れ
た
大
冠
高
校
か
ら
頂
い
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
し
て
柔
道
を
始
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
何
と
か
指
導
出
来
て
い
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
現
状
で
も
こ
れ
か
ら
武
道
の
授
業
を
ど
う
し

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
悩
ん
い
で
る
学
校
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
柔
道
の
指
導
に
は
素
人
で
、
黒
帯
も

持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
少
し
練
習
し
た
こ
と
を
活
か

し
て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
日
の
発
表
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、空
手
も
指
導
し
て
頂
い
て
、

出
来
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
納
得
で
き
れ
ば
、
可
能

性
と
し
て
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
野
球
部
の
顧
問
で
す
の
で「
柔
道
の
楽
し
さ
」

の
経
験
も
な
い
で
す
し
、
あ
ま
り
感
じ
て
き
て
は

お
り
ま
せ
ん
。
で
す
け
れ
ど
も
、（
指
導
の
過
程
で
）

柔
道
の
面
白
さ
っ
て
い
う
の
を
少
し
感
じ
、
生
徒
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
生
徒
は
「
面
白
い
な
」
っ

て
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

　

ま
た
同
じ
よ
う
に
「
空
手
の
楽
し
さ
」
っ
て
い
う

の
も
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
空
手
の
楽
し

さ
を
少
し
味
わ
え
れ
ば
、
子
供
達
に
も
伝
わ
っ
て
い

く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
ら
が
「
意

外
と
良
か
っ
た
な
ぁ
。」「
楽
し
か
っ
た
な
。」「
痛
い

け
ど
何
と
か
な
っ
た
な
。」
っ
て
い
う
こ
と
を
柔
道

で
も
味
わ
い
ま
し
た
の
で
、
空
手
で
も
そ
う
い
う
の

が
味
わ
え
る
可
能
性
が
で
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
今
年
度
（
平
成
22
年
）
柔
道
の
文
科
省

指
定
の
研
究
指
定
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

新
聞
報
道
な
ど
か
ら
、
柔
道
で
は
色
ん
な
怪
我
が
起

こ
っ
て
い
る
、
安
全
と
言
う
こ
と
で
は
非
常
に
不
安

視
さ
れ
た
中
で
、
授
業
中
の
怪
我
に
は
気
を
つ
け
ま

し
た
。

　

じ
ゃ
空
手
は
と
小
山
先
生
か
ら
た
く
さ
ん
お
話
を

聞
く
中
で
、
本
当
に
安
全
に
出
来
る
ん
だ
よ
と
言
う

よ
う
な
こ
と
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
ら
ど

う
や
っ
て
入
れ
て
い
っ
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
を
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
指

導
者
の
事
も
含
め
て
進
ん
で
行
か
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　

体
育
の
教
師
が
指
導
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
体
育
系
の
教
師
に
広

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
不
安
だ
と
思

い
ま
す
。

　

各
市
や
市
町
村
の
中
で
、
こ
の
学
校
は
柔
道
、
こ

の
学
校
は
剣
道
、
こ
の
学
校
は
相
撲
ば
ら
ば
ら
で

あ
っ
て
は
ど
う
も
な
ら
な
い
ん
で
す
。
私
ら
公
立
の

中
学
校
な
ん
か
は
転
勤
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
次

の
学
校
に
行
っ
て
、今
ま
で
柔
道
を
し
て
い
た
の
に
、

「
次
剣
道
だ
」
と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
な
か
な
か

指
導
が
出
来
ま
せ
ん
。
市
町
村
を
あ
げ
て
、
こ
う
い

う
事
（
空
手
道
）
を
や
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
は
じ
め
て
今
後
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
本
市
（
大
阪
府
高
槻
市
）
で
も
柔
道
を
や

る
っ
て
言
わ
れ
て
て
も
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
物
も
何
も
揃
っ
て
い
ま
せ
ん
。
す
ご
く
不

安
で
す
。
で
す
の
で
、
空
手
だ
っ
た
ら
こ
う
だ
っ
て

い
う
こ
と
が
で
て
く
れ
ば
、
全
市
を
あ
げ
て
い
く
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
と
は
思
い
ま
す
。
何
か
動
く
事

が
出
来
、
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
こ
と
に
私
と
し

て
も
、
動
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。（

宮
崎
義
之
／
大
阪
府
高
槻
市
立
川
西
中
学
校

保
健
体
育
科
教
諭
）

　

長
い
引
用
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
の
先
生
の
雰

囲
気
は
伝
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

空
手
道
に
好
意
的
な
先
生
、
好
意
的
な
教
育
委
員

会
の
方
、
好
意
的
な
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
を
一
人
で

も
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
将
来
に
つ
な
が
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
３　

　

空
手
道
の
歴
史
は
、
ど
れ
く
ら
い
詳
し
く
教
え
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
手
引
書
の
指
導
と
評
価
の
計

画
で
、「
空
手
道
の
歴
史
や
特
性
の
学
習
」
す
る
項
目

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
肝
心
な
歴
史
に
関
す
る

記
述
は
、
こ
の
手
引
書
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
３

　

私
の
著
書
で
は
、「
か
つ
て
琉
球
王
国
で
あ
っ
た

沖
縄
県
で
伝
え
ら
れ
た
武
術
を
起
源
と
す
る
武
道

で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
し
て
い
ま
す
。
武
道
学
会

の
他
の
分
野
の
先
生
で
も
、「
空
手
は
日
本
の
武
道

か
？
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
方
が
い
ま
す
が
、
空

手
が
立
派
な
「
日
本
の
武
道
」
で
あ
る
と
い
う
歴
史

的
な
認
識
を
き
っ
ち
り
行
っ
て
、
広
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

　

歴
史
を
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
し
て
評
価
を
つ
け
る

と
し
た
ら
、
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
？

Ａ
４

　

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
で
き
る
よ
う
な
課
題
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｑ
３
の
答
え
と
し
て
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
中
学
生

向
け
の
授
業
で
は
何
度
も
記
す
よ
う
に
詳
し
い
解
説

や
細
か
な
技
術
は
不
要
で
す
。
簡
単
で
恐
縮
で
す
が
、

下
記
の
よ
う
な
内
容
を
空
手
道
ま
め
（
歴
史
）
知

識
と
し
て
生
徒
に
振
り
向
け
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
１
）
～
（
７
）
が
問
題
、
回
答
は
簡

単
に
し
ま
し
た
。

（
１
）
沖
縄
県
の
位
置
は
？  

歴
史
は
？　
　

　

中
国
の
福
建
省
や
台
湾
に
近
く
（
黒
板
に
地
図
を

描
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
）、
琉
球
王
国
と
し
て
14
世

紀
か
ら
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
が
盛
ん
で
し

た
。

（
２
）
空
手
は
い
つ
か
ら
？

　
「
明
」
で
あ
っ
た
中
国
と
の
交
流
の
頃
か
ら
「
源

流
と
な
る
技
術
」
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
１
９
４
５
年
の
沖
縄
戦
で
殆
ど
の
資
料
が

焼
失
し
た
た
め「
い
つ
」「
誰
の
手
で
」と
い
っ
た
は
っ

き
り
し
た
文
献
や
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在

に
つ
な
が
る
技
法
は
200
年
以
上
前
か
ら
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

（
３
）
明
治
（19

6
8

～19
12

）
の
こ
ろ
の
空
手

　

明
治
30
年
代
に
学
校
の
体
育
の
授
業
に
採
用
さ

れ
、
秘
密
裏
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
手
」
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
体
育
用
に
改
編
さ
れ
た
「
手
」
が
流
布

し
て
い
き
ま
し
た
。

（
４
）
大
正
（19

12

～19
2

6
）
の
こ
ろ
の
空
手

　

船
越
義
珍
に
よ
り
「
内
地
（
東
京
）」
に
伝
わ
っ

た
の
が
内
地
の
「
唐
手
」
の
始
ま
り
で
す
。
関
東
の

大
学
生
の
間
で
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
５
）
昭
和
（
第
２
次
大
戦
前
・19

2
6

～19
4

5

）

　
　

 

の
空
手

　

沖
縄
か
ら
師
範
が
内
地
に
や
っ
て
き
て
指
導
が
定

着
し
て
い
き
ま
す
。「
空
手
」
の
呼
称
に
変
化
し
た

の
も
こ
の
頃
で
す
。
宮
城
長
順
の
「
剛
柔
流
」
を
嚆

矢
に
、
各
流
派
が
起
こ
り
ま
し
た
。

（
６
）
昭
和
（
第
２
次
大
戦
後
・19

4
5

～19
8

9

）

　

    

の
空
手

　

関
東
や
関
西
の
大
学
Ｏ
Ｂ
，
大
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
連
盟
を
結
成
、
組
手
試
合
の
ル
ー
ル
化
を
模

索
、
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
７
）
平
成
の
空
手
（19

8
9

～2
0

11

）

　

昭
和
50
年
代
に
国
体
、
60
年
代
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

平
成
の
初
め
に
ア
ジ
ア
大
会
の
正
式
種
目
と
な
り
ま

し
た
。
悲
願
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
も
近
い
。

　

文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
文
献
が
少
な
く
、
地
道
に

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
一
緒
に
研
究
し
ま
せ
ん
か
？ 

「
空
手
道
の
教
育
力
」
著
者

大
阪
府
立
桜
塚
高
等
学
校

校
長 

小
山
正
辰
先
生小山正辰著

『空手道の教育力』
（BAB ジャパン刊）
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